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令和２年度 定時社員総会次第 
 

開 会 

１  会 長 あ い さ つ 

２  議 長 選 出 

３  議事録署名人選出 

４ 議      事 

第 １ 号 議 案 令和元年度事業報告及び令和元年度収支決算報告 

令和元年度監査報告 

報 告 事 項 令和２年度事業計画及び令和２年度収支予算 

閉 会 

 

 

表      彰 

     協会表彰 

      功労者表彰 

      優良事業所表彰 

      優良従業員表彰 

     安全衛生協議会表彰 

年度表彰 

      安全衛生活動優良役員・従業員表彰 
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（第 1号議案） 

 

 

 

 

 

令和元年度事業報告及び令和元年度収支決算報告 

 令和元年度監査報告 
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令和元年度事業報告 

(平成 31年 4月 1日～令和 2年 3月 31日) 

 

１ はじめに 

当協会は、平成元年４月に社団法人として発足し、平成 23 年６月からは

公益法人制度改革による公益社団法人として産業廃棄物の適正処理及び資源

化の推進に関する諸事業を通し、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図ると

ともに資源循環を推進し、県民福祉の向上及び循環型社会づくりの促進に寄

与している。 

また、昨年６月に設立 30 周年記念事業を実施するとともに、これまでの

30年の取組を記念誌としてとりまとめた。 

 

２ 産業廃棄物処理業の状況 

全国の平成 29 年度の産業廃棄物総排出量は約 3 億 8,354 万トンで、前年度

に比べ約 349万トン(約 0.9%)減少し漸減傾向が続いている。 

公益社団法人全国産業資源循環連合会（全産連）が実施している「産業廃

棄物処理業景況動向調査」では、2019 年 7－9 月期の景況判断が３期ぶりに改

善に転じ、次の 10－12 月期も改善となり２期連続で改善されたが、今後の見

通しは悪化する見込みとされている。また、経営上の問題点をみると、「従業

員の不足」が 10期連続で１位となっており、深刻な人手不足が続いている。 

   

３ 行政の取組み 

国においては、産業廃棄物の適正処理と循環型社会の構築を図るため、「第

４次循環型社会形成推進基本計画」及び「プラスチック資源循環戦略」（昨年

５月策定）を踏まえ、プラスチックの資源循環の促進に取組むとともに、優

良産業廃棄物処理業者認定制度の運用改善、認定要件及び優遇措置の見直し

に取組むほか、「外国人技能実習制度導入に係る検討業務」を実施するなど、

優良な循環産業の育成や産業廃棄物処理業の振興に向けて取組んでいる。 

      神奈川県においては、「神奈川県循環型社会づくり計画」に基づき「資源循

環の推進」「適正処理の推進」「災害廃棄物対策」を施策の柱として循環型社

会形成への取組を進めている。 

また、「かながわプラごみゼロ宣言」を具体的に推進するため、「かながわ

プラごみゼロ宣言アクションプログラム」を３月に策定するとともに、当協

会も構成員となった「かながわペットボトルモデル事業推進コンソーシアム」

を発足し、プラごみゼロに向けた取組を進めている。 

 

４ 協会の取組み 

こうした中、当協会は、業界を取り巻く社会環境等を踏まえ、循環型社会

づくりにおける重要な役割と地位を担い、適正処理と資源循環の更なる推進

に向け、コンプライアンスの向上・徹底、人材育成の推進、労働災害の防止、

地球温暖化対策、災害廃棄物処理の対応などに関する事業を行政や関係団体

と連携、協力して、次のとおり実施した。 

特に元年度は、協会設立以来初めてとなる協定に基づく市からの要請によ

る災害廃棄物処理支援活動を行った。 
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公益目的事業 
１ 産業廃棄物の適正処理のための法的事項、安全衛生等の普及啓発及び情報提供等による普及啓発 

(1) 法定事項の遵守、コンプライアンス等の向上及び不法投棄・不適正処理の防止の普及啓発並びに調

査研究に基づく普及啓発 

ア 法定事項の遵守、コンプライアンスの向上の普及啓発 

（ア）マニフェスト等の普及啓発事業 

産業廃棄物の処理に係る法定事項である委託契約書、マニフェスト(産業廃棄物管理票)、帳簿

を遵守・徹底し、適正処理のコンプライアンスを向上・徹底するため、委託契約書、マニフェス

ト等を頒布し(631,500 セット)、排出事業者等に対してはセミナー等にて電子マニフェストへの

加入を促進しました。 

（イ）産業廃棄物処理業者基本台帳整備・許可期限通知事業 

産業廃棄物処理業の更新時の混乱による無許可営業を防止するため、更新期限の通知を行いま

した。（年２回実施） 

通知文発送日 許可期限日範囲 発送件数 

R1.8.23 R1.11. 1～R2. 5.31 75社 

R2.3.25 R2. 6. 1～R3. 3.31 136社 

（ウ）許可講習会等の実施協力事業  

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請者、処理業務従事者、実務者に対する講

習会等の実施に協力し、法定の資格遵守を普及啓発しました。 

講習会名・講習内容 開催日 受講者 会 場 

新規 

許可講習会 

収集・運搬課程 

R1. 6.27～28 

R1. 8.29～30 

R2. 2.26～27 

162名 

166名 

149名 

かながわ労働プ

ラザ（横浜市） 

処分課程(収集・運

搬課程と合同) 
R1.5 .21～24 

処分課程 161名 

収集運搬 109名 

特別管理産業廃棄

物収集運搬課程 
R1.12.18～20 55名 

更新 

許可講習会 

収集・運搬課程 

(特別管理産業廃棄

物収集運搬課程) 

R1. 6.26 

R1. 7.18 

R1. 9.26 

R1.10.25 

R1.12.17 

R2. 3.18 

165名 

168名 

169名 

150名 

146名 

148名 

処分課程（収集・運

搬課程と合同） 
R1.11.27～28 

処分課程 123名 

収集運搬 78名 

特別管理産業廃棄物管理責任者

講習会 

R1. 6.25 

R1. 7.17 

R1. 8.28 

R1. 9.25 

R1.10.24 

R1.11.26 

R2. 3.17 

163名 

160名 

164名 

150名 

161名 

167名 

中止 

全産連 実務者研修 R1. 7.19 124名 
かながわ労働プ

ラザ（横浜市） 
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（エ）排出事業者・行政との懇談会等の事業 

事業者と行政及び処理業界との懇談会・懇話会の開催 

会 議 名 開催日 場 所 出席者数 

神奈川労働局との情報交換会 

産業廃棄物業界の労働災害防止

について（安全衛生協議会） 

R2. 3.11 シルクセンター大会議室 25名 

湘南・県西地区委員会と行政との

勉強会 
R1.11. 6 小田原箱根商工会議所 21名 

廃棄物対策協議会との懇話会 

(湘南・県西地区委員会) 
R2. 2.14 平塚商工会議所 59名 

県央地区行政との勉強会 R1. 7. 9 厚木アーバンホテル 17名 

    

イ 不法投棄・不適正処理の防止の普及啓発 

産業廃棄物の不法投棄・不適正処理の発生を未然に防ぐため、神奈川県、市町村等が行う廃棄物

不法投棄防止・撲滅キャンペーン事業や不法投棄物の撤去作業に参加して、不法投棄・不適正処理

の防止を普及啓発するとともに、会員の優良事業所や優良従業員を表彰し、コンプライアンスの向

上を推進しました。 

（ア）不法投棄防止等キャンペーンによる普及啓発 

委員会名 実施日 地 域 実施場所 主催・実施主体 事業内容 

県央地区

委員会 

R1. 9. 1 座間市 座架依橋 県央地域廃棄物

対策推進協議会 

座架依橋付近の相模川河川

敷清掃活動 

全体 34団体 1,617名(10社) 

R1.10. 6 相模原市 相模湖ふれ

あい広場 

津久井地域不法

投棄防止協議会 

津久井地域不法投棄撲滅キ

ャンペーン全体 19 名(13 団

体) 

R1.11. 1 大和市 県央地域廃棄物

対策推進協議会 

県央地域不法投棄防

止合同パトロール 

7社 

R1.11.11 愛川町 県央地域廃棄物

対策推進協議会 

県央地域不法投棄防

止合同パトロール 

R1.11.13 清川村 県央地域廃棄物

対策推進協議会 

県央地域不法投棄防

止合同パトロール 

R1.11.15 綾瀬市 県央地域廃棄物

対策推進協議会 

県央地域不法投棄防

止合同パトロール 

湘南・県

西地区委

員会 

R1. 5.26 藤沢市内 湘南海岸 

藤沢市・かながわ

海岸美化財団 

第 43 回ゴミゼロクリーンキ

ャンペーン 

全体 4,778名(9名) 

可燃 620kg、不燃 420kg 

R1. 5.30 箱根町､南足柄市、山北

町、湯河原町 

山梨県･静岡県・

神奈川県合同富

士箱根伊豆地域

不法投棄防止連

絡協議会 

不法投棄防止一斉パトロー

ル 

全体 21名(7名) 

発見件数 26件 

投棄量 31.9㎥ 

R1. 7. 6 平塚市内 七夕祭り会

場 

クリーンボラン

ティア実行委員

会 

クリーンボランティア参加 

エリアを巡回して落ちてい

るゴミの回収(8名参加) 
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R1. 8. 8 秦野市内 震生湖周辺

及び蛇塚踏

切周辺 

秦野地区不法投

棄防止キャンペ

ーン事業実行委

員会 

全体 17名（1名） 

可燃ごみ 50 Kg 

不燃ごみ 40 Kg 

R1.11. 1 秦野市内 西大竹東名

高速道路側

道周辺及び

トンネル 

秦野地区不法投

棄防止キャンペ

ーン事業実行委

員会 

全体 34名（2名） 

可燃ごみ 230㎏ 

不燃ごみ  50㎏ 

R2. 2.20 秦野市内 森戸地区 秦野地区不法投

棄防止キャンペ

ーン事業実行委

員会 

全体 26名（2名） 

可燃ごみ 150㎏ 

不燃ごみ 270㎏ 

（イ）適正処理顕彰事業 

a  協会表彰 

区  分 被表彰者 表彰時期・場所 

功労者表彰 7名 R1. 6.12 

令和元年度定時社員総会 

横浜ベイホテル東急 

優良事業所表彰 14社 

優良従業員表彰 62名 

b  公益社団法人全国産業資源循環連合会表彰 

区  分 被表彰者 表彰時期・場所 

功労者表彰 1名 

R1. 6.13 

第 9回定時総会・令和元年度全産連会長表彰式 

明治記念館 

地方功労者表彰 7名 

優良事業所表彰 1名 

地方優良事業所表彰 8社 

優良従事者表彰 9名 

c  循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰 

区  分 被表彰者 表彰時期・場所 

産業廃棄物関係事業功

労者表彰 
2名 

R1.11.15 第 18回「産業廃棄物と環境を考える

全国大会」<兵庫県> 

d  神奈川県環境整備功労者表彰(神奈川県知事表彰) 

区  分 被表彰者 表彰時期・場所 

環境整備功労者表彰 4名 R1.11.19 神奈川県庁 

e 神奈川県環境保全功労者表彰(環境農政局長表彰) 

区  分 被表彰者 表彰時期・場所 

環境保全功労者表彰 9名 R1. 7.17 開港記念会館  

 

ウ 調査研究に基づく普及啓発 

産業廃棄物の適正処理における課題に関する調査研究を行い、制度改善等が望まれる事項について、

関係機関等に提言を行いました。 

 （ア）令和 2年度予算及び施策に関する提言 

提  言  先 提 言 日 

自由民主党 

(神奈川県支部連合会) 
R1. 6.25 
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神奈川県知事、横浜市長 

川崎市長 

相模原市長 

横須賀市長 

R1.10. 9 

R1.10.24 

R1.11. 1 

R1.10.25 

 （イ）令和元年台風 15号による被害への支援要望     

要 望  先 要 望 日 

横浜市長 R1.10. 9 

 （ウ）新型コロナウイルス感染性廃棄物への対応について     

要 望  先 要 望 日 

神奈川県環境農政局長 R2. 2.17 

       

 (2) 資料・情報の収集・提供、広報による普及啓発 

産業廃棄物の処理及び資源循環に関する情報を収集・提供し、産業廃棄物の適正処理・資源化につ

いて普及啓発しました。 

ア 法令・行政情報等の収集・提供 

法令、行政情報、会員情報、災害廃棄物情報等を収集し、情報提供等の基礎資料とするとともに、

関連する資料を提供しました。 

（ア）情報収集及び提供事業 

行政や関係団体からの各種通知、案内等の情報を、随時会員に通知するとともに、事務局内に

配架等しました。 

・会員への行政情報やセミナー案内等の提供：月 2回程度送付（随時） 

 

イ ネット媒体を利用した情報提供 

協会のホームページを見やすく使いやすくするため、主要行事や協会事業の一覧表の掲示、行政

や関係団体からの情報提供に努めるとともに、安全衛生大会や定時社員総会の速報、青年部会ボラ

ンティア事業、各種講習会予定等を掲載しました。 

また、情報発信の更なる改善を図るため、情報活用部会において検討を行うとともに、フェイス

ブックやメールマガジンによる情報配信も行いました。 

・ホームページの運営：月 2回更新（上旬、下旬） 

・メールマガジンの配信：月 2回配信（上旬、下旬） 

・フェイスブックへ委員会開催情報等掲載：随時更新 

 

ウ 機関誌による情報提供・広報 

機関誌「さーきゅれーしょん」に、産業廃棄物及び資源循環に係る行政情報をはじめ、法令情報、

技術情報、労働災害防止のための安全衛生情報、各行事の実施結果、会員に関する情報などを掲載

して発行・配布し、処理業者、排出事業者、行政、県民に適正処理や資源循環の推進に関する協会

事業や行政情報、関連情報を広報しました。 

（ア）機関誌「さーきゅれーしょん」発行事業 

・機関誌「さーきゅれーしょん」年４回作成し、会員･関係機関等に配布及び有償頒布 

号  数 発行日 特     集 発行部数 

第 9号 H31. 4.25 

特集１ 「神奈川県不法投棄の情報提供に関する協定」

の内容変更について 

特集 2 「かながわプラごみゼロ宣言」の推進に向け

た取組について 

830部 
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特集３ 平成 30 年度産業廃棄物処理施設技術管理者

等講習会 

第 10号 R1. 7.25 
特集 1 令和元年度定時社員総会 

特集 2 設立 30周年記念式典・祝賀会 
800部 

第 11号 R1.10.25 

特集 1 第 10回安全衛生大会 

特集２ 時間外労働の上限規制・年次有給休暇の時季

指定義務 

800部 

第 12号 R2. 1.24 特集 車両担当者ドライバーズ講習会 810部 

 

(3) 安全衛生の向上・徹底の普及啓発 

     適正処理推進の基盤である労働者の安全・安心と経営の安定化に向けて処理業の安全衛生の向上・徹

底を普及啓発しました。 

ア 安全衛生パトロールや安全診断等による普及啓発 

職場の安全衛生パトロールを行い、職場の状況・実態に応じた安全衛生方策を協議して課題を解決

するなど、処理業者の職場改善を行いました。また、労働安全衛生の専門家が同行して内容を深める

とともに、現地で参加者を対象に労働安全衛生ミニセミナーを開催しました。 

    安全衛生パトロール実施状況 

種  別 実施日 対  象 

安全衛生パトロール 

H31. 4.26 県央地区委員会主催     地区内事業所 

R1. 9.19 湘南県西地区委員会主催 地区内事業所(専門家同行) 

R1.10.16 
横須賀地区委員会主催   地区内事業所(専門家同行、

労働衛生ミニセミナー開催) 

R2. 2.13 横浜地区委員会主催     地区内事業所 

   

イ 安全衛生の情報収集・提供 

職場の労働災害防止や安全衛生の向上を図るため、安全衛生大会等を開催し、労働災害の発生実態

や原因、具体的な対策について普及啓発を行いました。 

実施日 参加人数 場 所 内容・実施 

R1. 7.23 85名 

横浜情報文

化センター

情文ホール

(横浜市) 

安全衛生大会 

・労働安全衛生標語の優秀作品表彰式 

・講演：⑴産業廃棄物処理業における安全衛生管理の進め

方、⑵墜落災害の防止対策強化、⑶保護具の正しい選び

方使い方 

・労働安全活動事例紹介：⑴Ｊ＆Ｔ環境㈱、⑵日栄工業㈱ 

R2. 2.17 55名 波止場会館 フルハーネス型墜落防止用器具使用作業特別教育講習会 

 

ウ 安全衛生事例等による普及啓発 

会員企業の労働災害やヒヤリ・ハット事例の調査を行い、改善策の実施効果等を取りまとめると

ともに、日常的な安全衛生活動の実施状況や各社が力を入れている取組内容等を収集し、機関誌「さ

ーきゅれーしょん」に掲載するほか、各社の現場管理方法や作業方法等の見直しや改善など労働安

全衛生活動の推進を図りました。 

 

エ 安全衛生優良事業所等の顕彰による普及啓発 

安全衛生優良事業所とその担当役員・従業員の顕彰を行い、安全衛生の向上・徹底を普及啓発し

ました。 
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令和元年度安全衛生協議会表彰 

区  分 表彰対象 表彰時期 

安全衛生活動表彰 ５年表彰 2社 
R1. 6.12 

令和元年度定時社員総会 
安全衛生活動表彰 年度表彰 16社 

安全衛生活動優良役員・従業員表彰 11名 

 

(4) 全産連等との連携による適正処理の普及啓発 

都道府県域を超えて処理される産業廃棄物の適正処理を推進するため、全国の処理業者や関係団体

と連携・協力して適正処理を普及啓発しました。 

ア 全産連との連携による適正処理の推進 

公益社団法人全国産業資源循環連合会の役員・委員として運営や諸事業に参画し、国等からの指

導・助言を受け、情報を収集し、共通課題を協議・調査研究し、課題解決を進めて、適正処理を普

及啓発しました。特に、当協会役員が法制度対策委員会、安全衛生委員会、収集運搬部会、医療廃

棄物部会に委員として参加し、各事業を推進して適正処理を普及啓発しました。 

（ア）全産連連携普及啓発事業 

公益社団法人全国産業資源循環連合会の会議に次のとおり参加等しました。 

   ａ 総会 

開催日 会    場 

R1. 6.13(第 9回定時) 明治記念館（東京都港区） 

 b 理事会 

開催日 会    場 

R1. 5.28(第 44回) 公益社団法人全国産業資源循環連合会（東京都港区） 

R1. 7. 9(第 45回) 公益社団法人全国産業資源循環連合会（東京都港区） 

R1.10. 8(第 46回) 公益社団法人全国産業資源循環連合会（東京都港区） 

R2. 1.16(第 47回) 明治記念館（東京都港区） 

R2. 3.10(第 48回) 公益社団法人全国産業資源循環連合会（東京都港区） 

c 正会員会長会議 

開催日 会    場 

R2. 2.21 ホテル福島グリーンパレス（福島市） 

d  正会員事務局責任者会議  

開催日 会    場 

R1. 7.26 
アジュール竹芝（東京都港区） 

R2. 1.31 

e 委員会・部会・連絡会 

開催日 名  称・会  場 

R2. 2. 5 
法制度対策委員会（全産連） 

公益社団法人全国産業資源循環連合会（東京都港区） 

R1. 6.11 

R1.12.18 

R2. 2.20 

安全衛生委員会(全産連) 

公益社団法人全国産業資源循環連合会（東京都港区） 

R2. 3.11 
医療廃棄物部会(全産連) 

 公益社団法人全国産業資源循環連合会（東京都港区） 

R1.10. 9 
建設汚泥分科会(全産連) 

 公益社団法人全国産業資源循環連合会（東京都港区） 
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f  関東地域協議会会長会議及び協議会等 

開催日 内 容（会場） 

H31.4.19 

R1.11.22 

第 62回会長会議・協議会（ホテルグランドパレス(東京都千代田区）) 

第 63回会長会議・協議会（ホテル テラス ザガーデン水戸 (茨城県) )  

g  青年部協議会 

開催日 内 容（会場） 

R1. 6.12 

R1. 7.19 

R1.11.14 

R1. 5.31 

R2. 2.28 

  

総会（明治記念館(東京都港区)） 

第 11 回全国大会〔志国(四国)大会〕（サンポート高松(香川県)）  

第 10回カンファレンス（ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸（兵庫県）） 

関東ブロック協議会総会・交流会（ベルヴィ大宮サンパレス（埼玉県）） 

関東ブロック協議会賀詞交歓会（神奈川県） 

〔新型コロナウイルス感染防止のため中止〕 

 

イ 全国大会での適正処理の推進 

公益社団法人全国産業資源循環連合会等が主催し、環境省等が後援する「産業廃棄物と環境を考

える全国大会」に参加し、全国の協会員等と共同して適正処理の普及啓発を行いました。 

第 18回産業廃棄物と環境を考える全国大会 

開催日 会    場 

R1.11.15 ホテルオークラ神戸(兵庫県) 

 

ウ 関係団体との連携による適正処理の推進と社会貢献の取組 

産業廃棄物の適正処理を推進するため、排出事業者等の関係団体の事業への参加や情報交換等を

行い、連携して適正処理の推進と社会貢献に取り組みました。 

（ア）連携した関係団体 

・公益社団法人神奈川県環境保全協議会 

・一般社団法人東京都産業資源循環協会(一都三県建設混合廃棄物意見交換会、一都二県医療

廃棄物合同懇談会) 

・一般社団法人千葉県産業資源循環協会（一都三県建設混合廃棄物意見交換会） 

・一般社団法人埼玉県環境産業振興協会（一都三県建設混合廃棄物意見交換会） 

・公益社団法人静岡県産業廃棄物協会（一都二県医療廃棄物合同懇談会) 

・公益財団法人かながわ海岸美化財団 

・一般社団法人神奈川県建設業協会 

・NPO法人かながわ環境カウンセラー協議会 

・神奈川県ホームレス協議会 

・神奈川県医師会（水銀血圧計等回収事業） 

（イ）社会貢献の取組 

・協会表彰及び安全衛生協議会表彰の副賞として海岸美化寄付付きクオカードを活用 

    ・各地区委員会による不法投棄防止キャンペーン等へのボランティア参加（再） 

    ・湘南県西地区委員会による七夕まつりクリーンボランティア参加（再） 

    ・青年部会による「横浜開港祭」における廃棄物の分別指導及び回収 

・ピンクシャツデー2020 in 神奈川 「いじめストップ！ワールドアクション」への後援名義使

用承認 

 

(5) 体験学習会等による普及啓発 

県民、児童、大学生等に環境を守ることの難しさや産業廃棄物の適正処理と処理業界への認識を深

めてもらうため、会員企業において産業廃棄物の排出から処理までの過程を見学・体験を行いました。 
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   ・横須賀地区委員会：横須賀市商工会議所主催「マイタウンティーチャー」に参加し、中学生に産

業廃棄物の適正処理等について普及啓発しました。 

 

２ 産業廃棄物の適正処理及び資源循環の推進に関する研修会、講習会等の開催及び後継者等の人材育成 

(1) 研修会、講習会等の開催 

産業廃棄物処理業者及び排出事業者の適正処理及び資源循環の推進等に関する意識と資質の向上

のため及び職場の安全衛生と産業廃棄物処理業界の安全衛生水準の向上のため、法令、知識、技術

及び技能に関する研修会、講習会、セミナー及び視察見学会を開催しました。 

ア 講習会等開催事業 

（ア）県受託産業廃棄物等講習会 

開催日等 参加者数 場 所 講 習 内 容 

R1.10.28 36名 かながわ労働プラザ 産業廃棄物処理施設技術管理者講習会 

R1.12. 3 58名 かながわ労働プラザ 産業廃棄物処理業者講習会 

R2. 1.27 69名 かながわ労働プラザ 食品リサイクル排出事業者セミナー 

（イ）研修委員会 電子マニフェスト操作講習会 

開催日 参加者数 場 所 講 習 内 容 

R1. 7.10-11 

R1.10.17-18 

R2. 2. 5 

R2. 3. 5-6 

34名 

32名 

17名 

中止 

協会会議室 

協会会議室 

協会会議室 

協会会議室 

初級者向け電子マニフェスト入力方法 

講師：(公財)日本産業廃棄物処理振興センター職員 

（ウ）研修委員会講習会 

開催日 参加者数 場 所 講  習  内  容 

R1.10. 4 19名 波止場会館 
働き方改革について 

～大企業導入事例に学ぶ中小企業が準備すべきこと～ 

R2. 2.17 55名 波止場会館 
フルハーネス型墜落防止用器具使用作業特別教育講習

会（再） 

（エ）医療廃棄物適正処理講習会 

開催日 参加者数 場  所 講 習 内 容 

R1.10. 4 74名 
情文ホール

(横浜市内) 

医療廃棄物の適正処理、違反事例、ほか（対象：医療従

事者） 

R2. 2.14 43名 

相模女子大

グリーンホ

ール 

医療廃棄物の適正処理、違反事例、ほか（対象：医療従

事者） 

（オ）建設廃棄物の適正処理講習会 

開催日 参加者数 場  所 講 習 内 容 

R1.11. 5 92名 
情文ホール

(横浜市内) 
建設廃棄物の適正処理について 

（カ）車両管理者ドライバーズ講習会 

開催日 参加者数 場  所 講 習 内 容 

R1.11.18 30名 
情文ホール

(横浜市内) 

・交通行動の心理学 

・NEXCO中日本高速道路交通安全セミナー 

（キ）法令研修会 

開催日 参加者数 場  所 研 修 内 容 

R2. 2. 6 66名 かながわ労働プラザ 廃棄物処理法の基礎知識 



- 14 - 

 

イ 地区セミナー・視察見学会 

（ア）地区セミナーの開催 

委員会等 開催日 参加者数 会 場 内    容 

横 浜 R1. 9. 3 50名 
かながわ労働プ

ラザ 

・横浜市からの行政情報 

・産業廃棄物処理業者が知っておくべき

消費税のこと ほか 

川 崎 R1. 7.25 41名 
川崎市産業振興

会館 

・逆有償をキーワードに廃棄物の該当性

を考える 

・働き方改革への質問や導入について 

横須賀 R1.11.28 16名 
ヴェルクよこす

か 
働き方改革について 

県 央 R1.11.28 41名 
厚木アーバンホ

テル 

・安全衛生上の問題点と産業保健機能の

強化 

・産業廃棄物処理業に求められる生産性

向上について 

湘南・県西 R1. 8. 9 20名 平塚商工会議所 働き方改革について 

（イ）産業廃棄物処理施設等の施設見学会の開催 

委員会等 開催日 参加者数 見 学 施 設 

横浜地区委員会 R1.10.31 10名 未病バレービオトピア 

川崎地区委員会 R1.11.12 34名 J&T環境㈱、Jバイオフードリサイクル 

横須賀地区委員会 R2. 2.18 20名 横須賀バイオマスエナジー㈱ 

県央地区委員会 R2. 2.12 19名 白井グループ㈱ 

研修委員会 R1.11.15 17名 野村興産(株)関西工場 

医療廃棄物部会 R1. 8.30 12名 アサヒビール神奈川工場 

青年部会 R1.11. 1 13名 神奈川県総合防災センター 

 

 (2) 後継者、若手経営者等の養成 

産業廃棄物処理業経営者の後継者を養成するため、青年部会の自主企画による産業廃棄物の適正処

理のための公益活動を行いました。 

 

・青年部会実施公益目的事業 

開催日 参加者 場  所 活 動 内 容 

R1. 6. 1-2 延べ 184名 
臨港パーク内

（横浜市内） 

「横浜開港祭 2019」(75万人参加)で発生した廃棄

物の分別指導を通じ、廃棄物の適正処理の普及啓

発。エコステーション 7か所 

回収量：紙ごみ 580kg、瓶・缶・PET1,440kg、事業

系一般廃棄物 950kg、廃プラ 25㎥、汚泥 1,080kg、

pet ｷｬｯﾌﾟ 16.9kg 

 

(3) 県受託事業等の推進 

   循環型社会の形成及び環境保全を図るため、受託事業等推進委員会が県等と連携して産業廃棄物の適

正処理の推進及び資源循環の推進に関する調査研究やセミナーの開催、普及啓発などを実施しました。 

（ア）食品廃棄物の削減に向けた普及啓発やセミナー開催等事業（県受託事業） 

  ・リーフレット作成   1,000部 

  ・セミナー開催 R2.1.27  かながわ労働プラザ  69名参加（再）  
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    神奈川県が実施している食品リサイクルの取組についての報告 

    事業系食品廃棄物の効率的な運搬方法について 

    メタン発酵・バイオガス発電による食品リサイクル事業への取組について 

    食品廃棄物のリサイクル促進の取組について    

（イ）廃プラスチック類の資源循環の推進に係る調査等事業（県受託事業） 

  ・廃プラスチック類の資源循環推進に向けた課題調査等実施 

    実施期間：R1.11.7～R2.3.16 

    調査対象事業者：20社（廃プラスチック類の処理業者、排出事業者、再生品利用者） 

（ウ）技術管理者及び処理業者等の資質向上を図るためのセミナー開催事業（県受託事業）  

    ・産業廃棄物処理施設技術管理者講習会開催 

       開催日：R1.10.28   会場：かながわ労働プラザ  参加者：36名（再） 

    ・産業廃棄物処理業者講習会開催 

     開催日：R1.12. 3   会場：かながわ労働プラザ  参加者：58名（再） 

 

３ 産業廃棄物に関する相談対応、指導・助言及び処理業者の紹介 

処理業者、排出事業者、県民等からの産業廃棄物処理に関する相談や苦情申し出に対応して適切な処

理を指導・助言するとともに、廃棄物の処理を必要とするときは専門の処理業者等を紹介しました。 

 

４ 災害廃棄物の処理の支援等 

令和元年 9月 2日に三浦市と地震等大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定を締結し

たことにより、県との基本協定のほか 14市町(横浜市、川崎市、横須賀市、葉山町、相模原市、開成町、

平塚市、小田原市、秦野市、箱根町、鎌倉市、藤沢市、大磯町、三浦市(協定の締結順）)と締結済みと

なりました。 

市が実施する防災訓練電話応答訓練や災害廃棄物対策意見交換会へ参加しました。 

また、協会初の協定に基づく協力要請を受け、対応地区委員会において現場確認や協力会員の調整等

を行いました。 

 （ア）協定に基づく災害廃棄物処理協力活動 

   ・令和元年台風 15号の被災対応 

三浦市協力要請 R1.9.11 災害廃棄物仮置場内の分別管理、搬出積込み 

            R1.9.17 災害廃棄物の処理処分 

            横須賀地区委員会対応 

            協力活動期間 R1.9.13～9.27（延 15日間）、協力会員：7会員企業 

横浜市協力要請 R1.9.13 災害廃棄物仮置場の管理運営、災害廃棄物の処理処分 

横浜地区委員会対応 

      協力活動期間 R1.9.20～R2.3.31（延 72日間）、協力会員：17会員企業 

 

   ・令和元年台風 19号の被災対応 

    三浦市協力要請 R1.10.16 災害廃棄物仮置場内の分別管理、搬出積込み 

横須賀地区委員会対応 

            協力活動期間 R1.10.23～10.31（延 7日間）、協力会員：6会員企業 

    川崎市協力要請 R1.10.16 災害廃棄物仮保管場所運営管理、災害廃棄物の搬出・処分 

川崎地区委員会対応 

                      R1.10.24～12.3（延 39日間）、協力会員：1会員企業    
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５ 専門委員会、地区委員会等の開催 

公益目的事業等を円滑に推進するため、次のとおり各委員会・部会を開催しました。 

 

［専門委員会、地区委員会等の開催状況］ 

委員会等名 開催日 委員会等名 開催日 

企画・財政委員会 
5回 R1.5.9、9.4、12.11、

R2.2.26、3.4 

横浜地区委員

会 

5回 H31.4.15、R1.7.8、9.18、12.3、

R2.3.3 

広報委員会 
4回 R1.5.9、8.2、11.7 

R2.2.6 

川崎地区委員

会 

4回 H31.4.18、R1.7.25、10.15、

R2.2.13 

研修委員会 

7 回 H31.4.9、R1.6.26、

7.19、9.4、10.4、12.4、 

R2.2.17 

横須賀地区委

員会 

5 回 H31.4.24、R1.7.17、9.12、

10.16、11.28 

福利厚生委員会 

（表彰審査会） 

3 回 R1.6.19、11.29、

R2.2.19  

(1回 R2.2.19) 

県央地区委員

会 

5回 H31.4.26、R1.7.9、9.20、11.28 

R2.2.12 

建設廃棄物特別

委員会 
1回 R1.8.9 

湘南･県西地

区委員会 

5回 H31.4.11、R1.6.20、8.9、11.6 

R2.2.14 
医療廃棄物部会 

3 回 H31.4.12、R1.6.5、

R2.3.9 

安全衛生協議会 
2 回  R1.5.8(書面 )、

R2.3.11 
情報活用部会 3回 R1.5.9、8.2、R2.2.6 

法制度整備委員

会 

3回 H31.4.16、R1.11.27 

R2.1.28 
収集運搬部会 2回 R1.7.2、9.25 

受託事業等推進

委員会 

4回 R1.6.17、7.24、9.20、 

R2.2.21 
青年部会 

全体会 1 回、定例会 5 回、幹事会

12回 役員選考･推薦委

員会 
1回 H31.4.8 
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共益事業 
１ 会員及び会員の従業員の元気回復、懇親等の福利厚生に関する事業 

   会員及び会員の従業員の精神的安定、元気回復等のため、ゴルフコンペ等を行いました。 

行 事 名 開催日 会  場 参加者数 

第 5回 RCK会ゴルフコンペ H31.4.24 磯子カンツリークラブ 22名 

設立 30周年記念式典・祝賀会 R1. 6.12 横浜ベイホテル東急 250名 

観劇会（宝塚歌劇） R1. 7.27 東京宝塚劇場 50名 

第 3回 RCK釣り大会 R1. 9. 7 みうら海王 18名 

第 6回 RCK会ゴルフコンペ R1.10. 25 台風影響により中止 ― 

賀詞交歓会 R2. 1.15 ホテルメルパルク横浜 220名 

 

２ 会員及び会員の従業員の県外施設見学会に関する事業 

  会員による先進・模範的な県外施設の視察研修会を行いました。   

行 事 名 開催日 見 学 先 参加者数 

県外施設見学会（再） R1.11.15 野村興産(株)関西工場 17名 

 

３ 会員に対する各種資料の配布や情報提供等に関する事業 

行政や関係団体からの各種通知、案内等の情報について、通知するとともに、ホームページへの掲載

や事務局内に配架等しました。 

・会員への行政情報等の提供：月 2回程度送付（随時） 

・ホームページへの掲載：月 2回更新（上旬、下旬） 

・フェイスブックへの掲載：随時 

・メールマガジンによる情報配信 

・会員専用サイトの運営 

・許可更新期限の通知 
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管理事業 
１ 総会、理事会等の開催 

協会運営の基本となる事項を協議・決定するため、定時社員総会、理事会、企画・財政委員会等を開

催しました。 

(1) 総会開催事業 

ア 令和元年度定時社員総会 

開催日 場 所 出席者 議  案  等 

R1.6.12 横 浜 ベ イ

ホ テ ル 東

急 

（横浜市） 

出席   87社 

委任状 200社 

書面議決 44社 

合計  331社 

 

【議事】 

1 平成 30 年度事業報告及び平成 30 年度収支決算報告、

平成 30年度監査報告 

2定款の変更 

3任期満了に伴う役員の改選 

【報告事項】 

1 令和元年度事業計画及び令和元年度収支予算 

【表彰】 

1 協会表彰 

2 安全衛生協議会表彰 

 

(2) 理事会・常任理事会等開催事業 

  ア 理事会 

開  催 開催日 場 所 出席状況 協 議 事 項 

第 5期 第 9回 

定時理事会 
R1. 5.15 

シルクセンター

大会議室 

理事 21名 

監事 1名 

【協議事項】 

1 業務執行状況について 

2 平成 30年度事業報告・収支決算報

告 ほか 

【その他】 

1 県・政令市からの情報提供 

第5期 第10回 

定時理事会 
R1.6.12 

横浜ベイホテル

東急 

理事 26名 

監事 2名 

【協議事項】 

1 業務執行状況について 

2 総会・設立 30 周年記念式典等の進

行 

ほか 

臨時理事会 R1. 6.12 
横浜ベイホテル

東急 

理事 27名 

監事 2名 

【協議事項】 

1 役員の互選 ほか 

第 6期 第 1回 

定時理事会 
R1. 9.11 

シルクセンター

大会議室 

理事 22名 

監事 2名 

【協議事項】 

1 業務執行状況について ほか 

第 6期 第 2回 

定時理事会 
R1.12.20 

湘南国際村セン

ター 

理事 20名 

監事 1名 

【協議事項】 

1 業務執行状況について 

2上半期予算の執行状況について 

ほか 

第 6期 第 3回 

定時理事会 
R2. 3.13 

シルクセンター

大会議室 

理事 19名 

監事 1名 

【協議事項】 

1 業務執行状況について 

2令和２年度事業計画及び令和２年度

収支予算 ほか 
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イ 正副会長会議 

開催日 場 所 出席状況 協 議 事 項 

R2. 3.13 
シルクセンター

会議室 
６名 令和 2年度事務局体制等について 

 

ウ 県との資源循環推進懇話会・情報交換会 

開催日 場 所 内  容 参加者 

R1.12.20 
湘南国際村セン

ター 

県からの情報提供 

・かながわプラごみゼロ宣言の取組状況 

・マイクロプラスチックの調査研究の進捗

状況 

・かながわ環境整備センターの運営状況 

・気候変動と適応策 

協会からの情報提供 

・令和元年台風 15・19 号による災害廃棄

物への対応 ほか 

県幹部等   6名 

理 事   17名 

監 事    1名 

相談役    2名 

地区委員  4名  

 

２ 組織の強化・拡大、加入促進 

協会の組織強化・拡大のため、理事が中心となって業務上の関連がある未加入業者等に対し、協会へ

の加入を促進しました。 

(1) 会員入退会、名簿作成・修正事業 

    令和元年度の会員の異動状況は、次のとおりです。 

区 分 
会員数 

(R2.3末現在) 

会員数 

(H31.3末現在) 

異 動 状 況 会員数 

(増 減) 加入 退会 

正会員 480 484 5 9 480(-4) 

賛助会員 56 55 5 4 56(+1) 

合 計 536 539 10 13 536(-3) 

 

(2) 会費収入管理事業 

会員から納入された会費を管理しました。 

 

３ 事業報告等の提出及び公益法人変更登録等 
令和元年度定時社員総会における平成 30年度事業報告・収支決算報告、定款変更及び役員改選の決議

を受け、横浜地方法務局において定款変更及び役員変更の登記、神奈川県へ事業報告及び変更届等の提

出を行いました。 

  また、第 3回理事会における令和２年度事業計画・収支予算及び資金調達等の決議を受け、神奈川県

へ事業計画等を提出しました。 

 

４ 事務局の運営 

その他協会運営に必要な事務局の運営などを行いました。 

(1) 調査回答事業（協会の管理に係るものに限る。） 

全産連や他団体等からの調査照会に回答しました。 

 

(2) 全産連総会等参加事業 

全産連通常総会や関東地域協議会等に参加しました。 
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(3) 事務局管理運営事業 

その他協会運営に必要となる事務局の運営や理事会・各委員会の開催準備・記録作成、各委員会の

行事の開催準備などを行いました。 

 

５ 30周年記念事業の実施 

 (1) 設立 30周年記念式典・祝賀会の開催 

   開催日   R1.6.12  参加者 383名 

   会 場   横浜ベイホテル東急 

記念講演  講師 小泉進次郎衆議院議員 

演題「Change or Die」〜改革を忘れた国に未来はない。〜 

     祝賀会   ライブアトラクション 滝ともはる、TiA 

         

 (2) 設立 30周年記念誌発行 

   設立 30周年記念誌 廃棄物の受け手から資源やエネルギーの創り手へ 

   発行部数 1,000部 

(以上) 
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令和元年度収支決算報告 
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（報告事項） 

 

 

 

 

令和２年度事業計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月１１日 

 

公益社団法人神奈川県産業資源循環協会 
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令和２年度事業計画 

 

１ はじめに 

当協会は、平成元年 4月に社団法人として発足し、平成 23年 6月に公益

法人制度改革に伴う公益社団法人として再スタートした。その後、平成 29

年 4月に協会名を神奈川県産業資源循環協会に改称し、昨年 6月に設立 30

周年記念事業を実施し、産業廃棄物処理業が様々な事業活動を支える重要

な役割を担っていることを確認した。 

当協会は、産業廃棄物の適正処理に加え、資源化の推進に関する諸事業を

通して、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図るとともに県民福祉の向上

及び循環型社会づくりの促進に寄与している。 

    

２ 産業廃棄物業界を取り巻く行政等の動向 

(1) 行政の動向 

国においては、『「規制」「処理の促進」「処理業振興」の三位一体で進め

ること』及び『制度等の合理的な立案・運用』の 2点の基本方針に則り産

業廃棄物行政を推進していくとしており、最重要課題としているＰＣＢ廃

棄物の期限内処理や、廃プラスチック類対策、不法投棄の原状回復に係る

基金の見直しの分野を重点として取組むとしている。 

廃プラスチック類対策としては、昨年 9月に優良認定処分業者に限り廃

プラ保管量の上限引き上げた効果を見極めた上で更なる対策の実施や、来

年 1月のバーゼル条約付属書改正発効に向けた国内法令・ガイドライン等

の整備を行うとしている。 

さらに、環境保全及び産業廃棄物処理現場の安全・安心の確保のための

有害物質対策、優良認定制度の改善や人材不足改善のための外国人技能実

習制度活用支援などの産業廃棄物処理業の振興等に取組むとしている。 

    神奈川県においては、循環型社会づくり計画に基づき、廃棄物の排出抑

制・再使用・再生利用・適正処理及び不法投棄・不適正保管の未然防止対

策を推進しており、計画目標の達成に向け、食品廃棄物削減のための普及

啓発や廃プラスチック類等の資源循環推進に係る講習会等を実施するとし

ている。 

このほか、「かながわプラごみゼロ宣言」に基づき、捨てられるプラご

みゼロを目指して、ワンウェイプラの削減やプラごみの再生利用の推進等

に取組むとともに、廃棄物行政の施策検討や計画改正の基礎資料とするた

めの産業廃棄物実態調査などを行うとしている。 

 

(2) 業界の動向 

全国の平成 29年度産業廃棄物総排出量は約 3億 8,354万トンで、前年度

に比べ約 349万トン(約 0.9%)減少し、漸減傾向が続いている。地域別排出

量は、関東地方が最も多く全体の 26.6％、次いで中部地方 14.6％、近畿地
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方 14.4％の順になっており、前回の調査結果と同様の傾向を示している。

種類別排出量は、汚泥が最も多く全体の 44.5％、次いで動物のふん尿が

20.3％、がれき類 15.6％で全創出量の約 8割を占めており、前回の調査結

果と同様の傾向を示している。 

公益社団法人全国産業資源循環連合会（全産連）の「産業廃棄物処理業

景況動向調査」（2019年 7－9月期）によれば、経営上の問題点として、

「従業員の不足」が 9期連続で 1位となるなど、深刻な人手不足が続いて

いる。 

こうした状況において、全産連では令和２年度も資格制度の構築に向け

た検討や産業廃棄物処理実務者研修などの各種人材育成事業、労働災害防

止に資する支援方策の検討及び実施、地球温暖化対策の推進、災害廃棄物

処理支援等に関する検討などに取り組むとしている。 

 

３ 協会の取組み 

当協会は、業界を取り巻く社会経済環境等を踏まえ、引き続き適正処理の

推進を図るとともに、再生資源の創り手として循環型社会づくりにおける重

要な役割を担うほか、業界の社会的地位を高める取組みを進める。 

そのため、コンプライアンスの徹底や情報の収集・提供、人材育成の推進、

労働災害の防止、災害廃棄物処理の支援対応など、市民の理解と信頼を得る

効果的な事業を推進し、公益社団法人としての責任を果たしていく。 

事業の推進にあたっては、関係団体との更なる連携が必要であり、これ

まで以上に、行政や排出事業者等と共に活動できる枠組みも検討していく。 

併せて、会員の満足度を一層高めるよう、会員のニーズに応えられる事業

を推進する。  
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公益目的事業 

１ 産業廃棄物の適正処理のための法的事項、安全衛生等の普及啓発及び情報

提供等による普及啓発 

(1) 法定事項の遵守、コンプライアンス等の向上及び不法投棄・不適正処

理の防止の普及啓発並びに調査研究に基づく普及啓発 

ア 法定事項の遵守、コンプライアンスの向上の普及啓発 

適正処理のコンプライアンスの向上・徹底を図るため、産業廃棄物の

処理に係る法定事項である委託契約書、マニフェスト（産業廃棄物管理

票）及び帳簿記載の遵守を徹底するとともに、委託契約書、マニフェス

ト等の頒布を行う。 

併せて、許可申請のための講習会の実施協力を行う。 

また、処理業者、排出事業者及び行政と連携して、セミナー等により

排出事業者責任の普及啓発、電子マニフェストへの加入促進等に取り組

む。 

・マニフェスト等の普及啓発事業 

・産業廃棄物処理業者基本台帳の整備・許可期限の通知事業 

・許可講習会等の実施協力事業 

・排出事業者・行政との懇談会等の事業 

イ 不法投棄・不適正処理の防止の普及啓発 

産業廃棄物の不法投棄・不適正処理を防ぐため、神奈川県、市町村等

が行う廃棄物不法投棄防止・撲滅キャンペーン事業に参加し、不法投

棄・不適正処理の防止を普及啓発するとともに、会員の優良事業所や優

良従業員を顕彰する。 

・不法投棄防止等キャンペーンによる普及啓発 

・適正処理顕彰事業 

ウ 調査研究に基づく普及啓発 

産業廃棄物の種類や処理形態に応じた適正処理の課題を調査研究し、

その成果を手引書、マニュアル等として公表・発行して普及啓発すると

ともに、制度改善等が望まれるものは、関係行政機関等に改善を提言す

る。 

・適正処理調査研究・普及啓発事業 

・低炭素化の取組みの普及啓発 

・予算及び政策提言 

 

(2) 資料・情報の収集・提供、広報による普及啓発 

産業廃棄物の処理及び資源循環に関する情報を収集・提供し、産業廃

棄物の適正処理・資源化を普及啓発する。 

ア 法令・行政情報等の収集・提供 

法令改正・諸通知等の行政情報、会員情報等を収集し、情報提供等の

基礎資料とするとともに、関連する情報提供の充実を図る。 
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・情報収集・提供事業 

イ ネット媒体を利用した情報提供 

協会のホームページを運営し、県民、排出事業者、処理業者向けに産

業廃棄物の適正処理及び資源循環の推進のために分かりやすい情報提供

を行うとともに、会員への情報提供の充実と迅速化を図る。 

・ホームページ運営、メールマガジン配信、フェイスブックの更新  

ウ 機関誌による情報提供・広報 

機関誌「さーきゅれーしょん」を発行、配布等するとともに、内容の

充実を図り、処理業者、排出事業者、行政及び県民に適正処理と資源循

環に関する協会事業や行政情報、関連情報等を広報する。 

・機関誌「さーきゅれーしょん」発行事業 

 

(3) 安全衛生の向上・徹底の普及啓発 

適正処理推進の基盤である労働者の安全・安心と経営の安定化に向け

て、安全衛生の徹底と対策の普及啓発を進める。 

ア 安全衛生パトロールや安全診断等による普及啓発 

職場の安全衛生パトロールについては、専門家の同行等により取組み

の充実を図るとともに、専門家による安全診断の実施や全国安全週間等

の周知啓発など労災防止の取組を強化する。また、職場の状況・実態に

応じた安全衛生方策の確立を支援し、処理現場の改善を着実に進める。 

・安全衛生パトロール事業、安全診断事業 

・全国安全週間の周知啓発等 

イ 安全衛生の情報収集・提供 

安全衛生に関する情報の収集・提供を充実させることにより、安全衛

生意識を一層高めるとともに、事業所における管理体制の整備、セミナ

ー実施等による技術や設備の改善を図り、職場における各種対策の徹底

を図る。 

・安全衛生大会、セミナー等による情報提供や啓発 

・全産連安全衛生支援ツールの提供 

・フルハーネス型墜落防止用器具使用作業に係る特別教育 
・安全運転教習事業 

ウ 安全衛生事例による普及啓発 

会員企業の労働災害やヒヤリ・ハット事例の調査結果を取りまとめ、

労災防止の参考となる好事例もあわせて機関誌「さーきゅれーしょん」

等に掲載する。また、労働災害防止マニュアル等を活用し、処理現場に

おける見直しや改善を促す。 

・安全衛生事例調査研究・普及啓発事業 

・調査事例の機関誌への掲載 

・収集運搬労災防止啓発用配布物の作成 
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エ 安全衛生優良事業所等の顕彰による普及啓発 

社員総会において安全衛生優良事業所とその担当役員・従業員の顕彰

を行い、安全衛生の普及啓発に資する。 

・安全衛生表彰事業 

 

(4) 全産連等との連携による適正処理の普及啓発 

都道府県域を超えて処理される産業廃棄物の適正処理を推進するた

め、全国の処理業者や関係団体と連携・協力して適正処理を普及啓発す

る。 

ア 全産連との連携による適正処理の推進 

全産連の役員・委員として管理運営や諸事業に参画して、国等からの

指導・助言を受け、情報を収集し、共通課題を協議・調査研究し、課題

解決を進めて、適正処理を普及啓発する。 

・全産連連携普及啓発事業 

・全産連事業の活用による人材育成 

イ 全国大会での適正処理の推進 

全産連等が主催し環境省が後援する「産業廃棄物と環境を考える全国

大会」に参加して、全国の協会員等と共同して適正処理を推進する。 

・全国大会参加普及啓発事業 

ウ 関係団体との連携による適正処理の推進 

産業廃棄物の適正処理を推進するため、排出事業者等の関係団体や近

隣都県の協会との情報交換、事業への参加等により、連携して適正処理

を普及啓発する。 

・関係団体連携普及啓発事業 

 

(5) 体験学習等による普及啓発 

県民、生徒、大学生等に産業廃棄物の適正処理や処理業界への理解と

認識を深めてもらうため、会員事業所等において産業廃棄物の排出から

処理までの過程の見学・体験等を通じ、産業廃棄物処理の重要性や処理

業界・協会の取組みを広く社会に知ってもらう。 

・見学会・体験学習・マイタウンティーチャー等の出前講座等の実施 

・各種広報媒体への情報提供 

    

２ 産業廃棄物の適正処理及び資源循環の推進に関する研修会、講習会等の開

催及び後継者等の人材育成 

(1) 研修会、講習会等の開催 

産業廃棄物処理業者及び排出事業者の適正処理、資源循環等に関する

意識と資質の向上及び産業廃棄物処理業界の労働安全衛生水準の向上の

ため、法令、知識、技術及び技能に関する研修会、講習会、セミナー及

び視察見学会を開催する。 



- 39 - 

 

・講習会等開催事業 

・セミナー・視察見学会開催事業（各委員会・部会） 

・安全運転教習事業（再） 

・産業廃棄物処理検定直前法令研修会開催事業 

・フルハーネス型墜落防止用器具使用作業に係る特別教育（再） 

 

(2) 後継者、若手経営者等の養成 

産業廃棄物処理業の後継者を育成するため、処理業の知識や経営、教

養などに関する研修会を行う。また、青年部会の自主企画による産業廃

棄物に係る社会貢献活動等を行う。 

・後継者・若手経営者等研修会事業 

・青年部会実施公益目的事業 

 

(3) 県受託事業等の推進 

循環型社会の形成と環境保全を図るため、県等と連携して産業廃棄物

の適正処理の推進及び資源循環の推進に関する調査研究やセミナーの開

催、普及啓発などを実施する。 

  ・食品廃棄物の削減に向けた普及啓発やセミナー開催等事業 

  ・廃プラスチック類の資源循環推進に係るセミナー開催等事業 

  ・技術管理者及び処理業者等の資質向上を図るためのセミナー開催事業 

 

３ 産業廃棄物に関する相談対応、指導・助言及び処理業者の紹介 

処理業者、排出事業者、県民等からの産業廃棄物処理に関する相談や苦情

申し出に対応して適切な処理を指導・助言し、廃棄物の処理を必要とすると

きは専門の処理業者等を紹介する。 

・産業廃棄物処理相談、指導・助言事業 

 

４ 災害廃棄物の処理の支援等 

地震等の大規模災害発生時の災害廃棄物の処理支援を希望する市町村との

災害廃棄物処理支援協定の締結を推進するとともに、協定による災害廃棄物

処理を想定して本部連絡体制の確認と地区連絡網等の整備・確認を行う。 

また、地震等の大規模災害が発生したときは、神奈川県及び市町村との災 

害廃棄物処理支援協定等に基づき、会員による災害廃棄物処理の支援を行う。 

・処理支援協定締結事業 

・処理支援体制整備・確認等事業 

・災害廃棄物処理協定に基づく支援事業 

・神奈川県、市町村等と連携した訓練等への参加 
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共益事業 

１ 会員及びその従業員の元気回復、懇親等の福利厚生に関する事業 

会員及びその従業員の精神的安定、元気回復等のため、ゴルフコンペ、観

劇会、懇親会その他の福利厚生事業を行う。 

・ゴルフコンペの開催 

・観劇会の開催 

・釣り大会の開催 

・会員、会員の従業員等の懇親事業 

 

２ 会員及びその従業員の県外施設見学会等に関する事業 

会員による先進・模範的な県外処理施設や取組等の視察見学会を行う。 

・県外施設視察見学会等の開催 

 

３ 会員に対する各種資料の配布や情報提供に関する事業 

法令改正等が行われたとき又は産業廃棄物の適正処理のための資料が発行

されたときは、会員にその資料を配布するなど会員向けの情報提供を行う。 

・業務関係資料等配布事業 

  ・会員専用サイトの運営 

 

管理事業 

１ 総会、理事会等の開催 

協会運営の基本となる事項を協議・決定するため、社員総会、理事会、常

任理事会、役員推薦（選考）委員会、企画・財政委員会等を開催する。 

また、地区委員会及び専門委員会にあっては、相互に情報共有を図りつつ、

所管事項に関して効果的な取組みを進める。 

・総会開催 

・理事会・常任理事会等の開催事業 

 

２ 組織の強化・拡大、加入促進 

未加入業者の加入促進の取組みを強化するとともに、協会の組織強化・拡

大に取り組む。 

・会員入退会、名簿の作成・修正 

・会費収入管理 

・会員加入促進に向けた普及啓発 

・協会のあり方や財政基盤の確保についての検討 

 

３ 事務局の運営 

協会運営に必要となる事務局業務について、効果的・効率的な運営を行う。 

・調査回答事務（協会の管理に係るものに限る。） 

・全産連等関係事業 
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・事務局管理運営事業 

 

４ 公益法人制度に基づく処理 

公益社団法人として法律に基づき適切な法人運営を行う。 

・定款改正に伴う認可、報告等の手続き 

・事業実施報告等 

 

 

 

総会・理事会の開催予定日  

令和２年 ５月２０日  第６期第４回 定時理事会 

令和２年 ６月１７日  第６期第５回 定時理事会 

令和２年 ６月１７日  令和２年度定時社員総会 

令和２年 ９月 ９日  第６期第６回 定時理事会 

令和２年１２月 ９日   第６期第７回 定時理事会 

令和３年 ３月１０日  第６期第８回 定時理事会 
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令和２年度収支予算 
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令和 2年度 公益社団法人 神奈川県産業資源循環協会 表彰 

 

１ 功労者表彰                   

  8名  

氏  名 会員№ 会 社 名 役 職 名 

１ 赤嶺 貴栄 14 J＆T環境株式会社 総務部総務室主任部員 

２ 生駒 理恵 68 有限会社国豊  

３ 山口  誠 170 株式会社中商 執行役員本部長 

４ 飯塚 俊光 447 株式会社三凌商事 取締役 

５ 山口  甚一郎 741 株式会社エバーグリーンライン 専務取締役 

６ 坂口 純則 791 株式会社エスアール 取締役 

7 橋本  清 793 株式会社シゲン 取締役 

8 梅沢  勝 823 梅沢企業株式会社 常務取締役 

（敬称略） 

 

２ 優良事業所表彰 

１４社 

  事業所名 会員№ 代表者名 

1 

横

浜 

大塚産業有限会社 ３２６ 渡 邊  武 

2 東海金属株式会社 ４４２ 板 倉  啓 悦 

3 株式会社クリーン産業 ４８９ 武 本  志 徳 

4 ジャパンウェイスト株式会社 横浜事業所 １０４１ 奥 村  恵 一 

5 

川

崎 

株式会社コセキ解体土木 661 小 関  裕 司 

6 株式会社吉田商会 812 古 瀬  律 男 

7 株式会社甲陽商会 857 佐 野  嘉 男 

8 ジャパンバイオエナジー株式会社 1037 安 田  浩 
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9 
横
須
賀 

株式会社テック 1065 松 川   尚 哉 

10 
県

央 

株式会社トキオ 815 萩 原   明 人 

11 有限会社明和企業 833 森 田   昌 雄   

12 湘

南 

・ 

県

西 

有限会社寒川公衆衛生社 192 高 波   信 幸 

13 フロンティア１株式会社 841 鈴 木   大 介 

14 相模開發株式会社 1054 亀 井   勇 良 

（敬称略） 

 
 
3 優良従業員表彰                                                 

４1名 

 氏   名 会員№ 会 社 名 職    名 

１ 峯木  昇 １４ Ｊ＆T環境株式会社 
営業本部営業総括部 

業務室長 

2 佐々木 邦和 44 南開工業株式会社 物流管理室 

3 石綿 友博 44 南開工業株式会社 
エコマテリアル事業所 

職長 

4 塚越 厚志 131 株式会社伊之崎  

5 加藤   忍 131 株式会社伊之崎 運転手 

6 清水 直人 １３７ 横浜環境保全株式会社 係長 

7 小澤 裕二 １３７ 横浜環境保全株式会社 上席主任 

8 山下 敏寛 ２３２ 武松商事株式会社 管理職（ドライバー） 

9 岳  裕介 ２３２ 武松商事株式会社 管理職（ドライバー） 

10 川口  真 ２４６ 株式会社リフレックス 
循環資源リサイクルセンター

主任 

11 石渡 順一 ２４６ 株式会社リフレックス 
RRC リサイクルセンター

主任 

12 月居 竜一 ２４６ 株式会社リフレックス 技術開発部主任 

13 関谷 重幸 300 和興建清株式会社 係長 

14 神谷 一信 300 和興建清株式会社 現場副班長 

15 下重  弘 301 セントラル総合サービス株式会社 班長 
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 氏   名 会員№ 会 社 名 職    名 

16 坂道 一二三 492 港建物産株式会社 工場長 

17 須山 信二 ５１９ 株式会社トキワ薬品化工 環境事業部物流一課主任 

18 三品  充 625 株式会社シンシア 主任 

19 岡  晴彦 625 株式会社シンシア 課長 

20 大下  剛 625 株式会社シンシア 課長 

21 大塚 英雄 625 株式会社シンシア 主任 

22 瀬島 洋輔 625 株式会社シンシア 主任 

23 新倉 利明 856 合同資源サービス株式会社 第一支店業務一課長 

24 佐藤  歩 ８７９ 興栄商事株式会社 
生産管理事業部北九州事業所

マテリアル販売課責任者 

25 杉本 賢一 ８７９ 興栄商事株式会社 経理部業績管理課課長 

26 小林 義隆 ８７９ 興栄商事株式会社 
生産管理事業部 

運送管理センター 

27 蓼沼 耕一郎 ８７９ 興栄商事株式会社 生産管理事業部部長 

28 中島 貴之 ８７９ 興栄商事株式会社 総務部副部長 

29 藤井 利明 ８７９ 興栄商事株式会社 
生産管理事業部 

北九州事業所製造長 

30 長峯  愛 ８７９ 興栄商事株式会社 
経理部業績管理課 兼 
生産管理事業部マテリア
ル販売課 

31 佐藤 俊介 ８７９ 興栄商事株式会社 
生産管理事業部 

北九州事業所破砕機班 

32 戸田 俊一 ９５４ 株式会社グーン マネージャー 

33 鍵和田 裕司 ９５７ 有限会社青木商店 営業 

34 長谷川 祐一 ９５７ 有限会社青木商店 ドライバー 

35 小水 勇一 ９５７ 有限会社青木商店 ドライバー 

36 長谷川 竜二 １０１１ 株式会社協同清美 工事部 

37 石河 穂高 １０１１ 株式会社協同清美 営業部 
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 氏   名 会員№ 会 社 名 職    名 

38 西郷 三保子 １０３１ 株式会社クレハ環境 前処理 G員 

39 宮坂 和法 １０３１ 株式会社クレハ環境 設備 Gグループリーダー 

40 植木 武志 １０３１ 株式会社クレハ環境 運転 G副職長 

41 池田 高則 １110 三友環境サービス株式会社 工場長 

（敬称略） 
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令和 2年度 安全衛生協議会表彰 

 

1 年度表彰                         20社  

    会員№ 事業所名 代表者名  

1 79 株式会社神奈川ウッドエネルギーセンター 武松 ひで ― 

2 125 千鳥造園工事株式会社 遠藤 光哉 ― 

3 143 株式会社陽報 久保田 康雄 ― 

4 178 株式会社大磯衛生社 浅田 新吾 ― 

5 246 株式会社リフレックス 本田 雅昭 ― 

6 253 神鋼産業株式会社 清水 孝一 ― 

7 301 セントラル総合サービス株式会社 小川 和寿 2年連続 

8 348 中央カンセー株式会社 尾島 忠 ― 

9 452 株式会社加瀬興業 若松 敏彦 3年連続 

10 460 三美興産株式会社 大塩 正文 3年連続 

11 467 日栄工業株式会社 佐久間 孝光 11年連続 

12 601 有限会社宇佐美 宇佐美 正徳 ― 

13 625 株式会社シンシア 中西 雄三 8年連続 

14 679 株式会社市川商事 市川 治久 ― 

15 735 富士金属株式会社 金原 康次 6年連続 

16 954 株式会社グーン 藤枝 慎治 3年連続 

17 968 株式会社ニチユ・テクノ 柴山 俊朗 3年連続 

18 1011 株式会社協同清美 三澤 孝至 3年連続 

19 1042 三浦地域資源ユーズ株式会社 寺本 紀久 8年連続 

20 1046 株式会社湘南総建 相馬 竜也 ― 

 （敬称略） 
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2 安全衛生活動優良役員・従業員表彰              20名 

 会員№ 事業所名 氏    名 職   名 

1 79 株式会社神奈川ウッドエネルギーセンター 三浦 勝也 サブリーダー 

2 131 株式会社伊之崎 森下 直樹 弓木山支店長 

3 131 株式会社伊之崎 井上 弘 運転手 

4 246 株式会社リフレックス 岩松 武   

5 253 神鋼産業株式会社 瀧澤 隆太郎 主任 

6 301 セントラル総合サービス株式会社 牛丸 誠 課長 

7 452 株式会社加瀬興業 福本 勲 運転手 

8 625 株式会社シンシア 細川 毅 主任 

9 625 株式会社シンシア 大下 剛 課長 

10 730 有限会社末広金属 渋谷 努 品質管理 

11 930 株式会社金澤紙業 市原 直紀 事務長 

12 930 株式会社金澤紙業 田場 アウグスト 物流ドライバー 

13 930 株式会社金澤紙業 大久保 明美 選別スタッフ 

14 930 株式会社金澤紙業 加藤 祐二 構内スタッフ 

15 930 株式会社金澤紙業 吉野 二郎 構内スタッフ 

16 930 株式会社金澤紙業 金沢 尚基 構内スタッフ 

17 954 株式会社グーン 池上 晴紀 生産本部チーフ 

18 1011 株式会社協同清美 井桁 裕二 
清掃事業者 

安全衛生推進者 

19 1011 株式会社協同清美 富田 雄一 
清掃事業者 

安全衛生推進者 

20 1012 株式会社ウェイスト・プランナー 石田 光央 
車両管理部グループ

グループ長 

（敬称略） 

 


